
魅力ある地元高校づくり事業
吉城高等学校

特
集

■
学
校
概
要

【
創
立
】

　
昭
和
23
年
11
月
１
日
、
吉
城
高
等

学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

【
校
章
】

　
柏
の
葉
３
枚
を
イ
ニ
シ
ャ
ル
の

Ｙ
字
型
に
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
表
面

に
「
高
」
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま

す
。

【
校
訓
】

「
行
学
一
致
」

「
自
主
創
造
」

「
心
身
の
錬
磨
」

【
教
育
方
針
】

校
訓
に
基
づ
き
、
知
・
徳
・
体
の
調

和
の
取
れ
た
人
間
性
豊
か
な
生
徒

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
設
置
学
科
】

普
通
科
：
各
学
年
１
２
０
名

理
数
科
：
各
学
年
40
名

※
平
成
30
年
度
の
一
年
生
に
つ
い

て
は
、

普
通
科
：
90
人（
30
人
３
ク
ラ
ス
）

理
数
科
：
30
人（
１
ク
ラ
ス
）

■
在
校
生
よ
り

　
吉
城
高
校
の
魅
力
は
、
学
ぶ
環
境

が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。少
人
数

授
業
に
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
分
か

り
や
す
く
教
え
て
下
さ
い
ま
す
。ま

た
、
学
校
行
事
を
通
し
て
ク
ラ
ス
が

団
結
し
、
ク
ラ
ス
全
体
で
目
標
を
達

成
し
よ
う
と
い
う
仲
間
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、

三
年
生
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
、
進
路
が
決
ま
っ
た
人
も
ク
ラ
ス

全
員
の
進
路
が
決
ま
る
ま
で
共
に

頑
張
る
と
い
う
雰
囲
気
に
な
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
環
境
で
学
べ
る
こ

と
が
進
路
実
現
に
繋
が
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
あ
な
た
を
支
え
て
く
れ
る
仲
間

や
先
生
方
と
一
緒
に
吉
城
高
校
で

進
路
実
現
を
し
ま
せ
ん
か
？
あ
な

た
の
入
学
を
待
っ
て
ま
す
！

■
校
長
先
生
よ
り

　
吉
城
高
校
は
、
平
成
30
年
度
に
創

立
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
中

長
期
的
な
将
来
を
見
据
え
た
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
数
が

減
少
す
る
中
で
、
質
の
高
い
教
育
を

保
証
し
、
生
徒
一
人
一
人
の
進
路
希

望
を
実
現
す
る
高
校
と
し
て
30
人

学
級
を
実
現
し
ま
す
。普
通
科
で

は
、
吉
高
地
域
キ
ラ
メ
キ（
Ｙ
Ｃ
Ｋ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
入
れ
た
多

様
な
コ
ー
ス
や
科
目
選
択
を
可
能

と
し
、
理
数
科
は
「
特
進
科
」
と
し

て
、岐
阜
県
版
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
指

定
も
視
野
に
課
題
解
決
能
力
を
求

め
る
新
し
い
大
学
入
試
制
度
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
を
目
途
に

進
学
型
単
位
制
へ
の
移
行
を
検
討

し
て
い
ま
す
。今
後
の
吉
城
高
校
の

活
躍
を
ご
期
待
下
さ
い
。

吉城坂を上る生徒の様子

地域の方 を々招いての職員研修会（ドリコミュ）

生徒会長　北村　奈央さん

鈴木　健　校長

２



魅力ある高校づくり事業
吉城高等学校

特
集

■
授
業

【
平
成
30
年
度
入
学
生
が
受
験
す
る

新
し
い
大
学
入
試
制
度
へ
の
先
駆

的（
＝
サ
キ
ド
リ
）対
応
し
ま
す
】

理
数
科（
＝
特
進
科
）

進
学
系
専
門
学
科
で
す
。

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
な
ど
最

先
端
の
研
究
施
設
で
研
究
者
と
の

交
流
が
で
き
ま
す
。文
系
に
も
理
系

に
も
対
応
し
た
課
題
解
決
能
力
な

ど
高
い
学
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

普
通
科

個
別
対
応
型
の
選
択
が
で
き
る
学

科
で
す
。

国
立
大
学
・
私
立
大
学
・
専
門
学
校
・

就
職
（
公
務
員
・
民
間
企
業
）
に
き

め
細
か
く
対
応
し
た
コ
ー
ス
選
択

が
で
き
ま
す
。「
公
務
員
の
吉
城
」は

健
在
で
す
。

一人ひとりの夢や適正に応じて幅広い進路希望に対応します

■
部
活
動

　
本
校
に
は
体
育
系
11
、
文
化
系

７
、計
18
の
部
活
が
あ
り
ま
す
。

　
各
部
が
目
標
に
向
か
っ
て
、
一
丸

と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組
む
姿
も

本
校
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。放
課
後

や
休
日
に
は
、
本
校
の
体
育
館
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
武
道
場
に
、
生
徒
達
の

元
気
な
声
が
響
き
、
ひ
た
む
き
に
練

習
に
取
り
組
む
姿
が
光
り
ま
す
。

　
吉
城
高
校
は
「
課
題
解
決
能
力
」

や
「
プ
レ
ゼ
ン
能
力
」
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
先
取
り
し
て
色
ん
な
活

動
を
し
と
る
ん
や
さ
。

　
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
で
必
要
と

さ
れ
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
役
立

つ
活
動
な
ん
や
。

Q
.
部
活
動
で
独
自
選
抜
の
枠
を

拡
大
さ
せ
た
の
は
本
当
？

A
.
部
活
動
は
大
切
や
で
、
サ
ッ

カ
ー
に
加
え
て
女
子
バ
レ
ー
、
陸

上
、
剣
道
で
も
独
自
選
抜
を
や
る

よ
。詳
し
く
は
H
P
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

Q
.
い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
Y
C
K
（
吉
高
地
域
キ
ラ

メ
キ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
理
数
科
の

課
題
研
究
な
ど
は
何
の
役
に
立
つ

の
？

A
.
今
ま
で
の
知
識
を
覚
え
る
だ

け（
偏
差
値
優
先
）の
勉
強
で
は
、
世

界
に
遅
れ
て
し
ま
う
ん
や
さ
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
大
学
入
試
で
も

「
答
え
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
問
題

を
解
決
す
る
力
」
や
「
自
分
の
意
見

を
効
果
的
に
伝
え
ら
れ
る
プ
レ
ゼ

ン
能
力
」が
大
切
な
ん
や
。

バレーボール部 サッカー部

教科書だけが勉強じゃない

地域が学びのフィールドだ　「知識」＋「実践力」で本当の学びを！

飛騨から世界を望む

ユネスコスクール登録申請中！

←こちらのQRコードからも
　アクセスできます

３ 2017年11月号

理数科（特進）

普通科

文化系コース

１年 ２年 ３年
設置学科とコース編成（H30年度入学生）

理系
学び探求コース

文系

総合コース

文系
看護・福祉コース

国際・観光コース

公務員・就職コース

芸術・体育コース

題
ろいろい

話のちま
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監査事務功労者総務大臣表彰伝達式
９月28日（木）　市長室

長年の功績をたたえる

ドローン操縦体験を行う都竹市長

日本トップクラスのレーサーが熱戦
10月７日（土）　流葉スキー場

神岡ドローン＆ロボットフェスin流葉

　神岡町の流葉スキー場でドローンレースやドローン体験教
室などさまざまなイベントを楽しむことができる「神岡ド
ローン＆ロボットフェスin流葉」が行われました。
　イベントでは、日本トップクラスのドローンレーサー３人に
よるエキシビジョンマッチが行われ、時速150㌔以上でゲレ
ンデを激走するドローンに多くの来場者が驚いていました。
　また、会場では子どもから大人まで大人気だったドローン
操縦体験や、ロボットによるバトル、レゴ体験教室、ボルダリ
ング体験などが行われ、来場者を楽しませました。

表彰状を手にする福田監査委員

　飛騨市監査委員（代表監査委員）の福田幸博さんが、地方
自治法施行70周年記念監査事務功労者総務大臣表彰を受
賞されました。
　８月24日に全国都市監査委員会（於：ＴＫＰガーデンシ
ティ品川）において表彰式が開かれ、９月28日に都竹市長か
ら表彰伝達が行われました。
　福田さんは、平成９年４月から旧古川町の監査委員（代表
監査委員）に就任し、旧２町２村の合併を経て今日まで、会
計や事業に関して公正、適切な監査に努められ、長年の功績
が評価されたことによるものです。

地域振興を地域の皆さんとともに
10月３日（火）　ひだしん古川支店

企業版ふるさと納税第１号

感謝状を手にする大原理事長（右から２人目）ら

　飛騨信用組合は、昨年４月に創設された地方創生応援税
制「企業版ふるさと納税」を活用し、市の「飛騨神岡宇宙最
先端科学パーク構想事業」に3,500万円の寄付をされ、その
感謝状贈呈式が同組合古川支店で行われました。
　贈呈式では、同組合の大原誠理事長より都竹市長へ目録
の贈呈の後、引き続き市長から大原理事長へ感謝状の贈呈
が行われました。
　都竹市長は「地域の金融機関と一緒に地域振興を進めて
いく象徴になる。本当にありがとうございました」と感謝の意
を伝えました。

丸山教授の講演を聞く参加者（左上）と名勝指定の記念写真

プレミアムな一時を過ごす
10月21日（土）　史跡江馬氏館跡公園　会所・庭園

江馬氏館跡庭園名勝指定記念イベント

　10月13日（金）、江馬氏館跡庭園が国の名勝に指定され
ました。その記念として「江馬の殿様に呼ばれたよ！」が開催
され、名勝の意義を学ぼうと市内外から約50人が参加しま
した。
　イベントでは、庭園の調査整備を指導した名城大学の丸山
宏教授が「豪族江馬氏が残した庭―庭園文化の伝播―」と
題した講演を行い、名勝庭園の価値などについて説明しまし
た。その後、文化振興課の三好清超学芸員が、当時の発掘・
整備から名勝に至る過程を説明しました。参加者は講演を
聞きながら、神岡名物の蒸し寿司を味わい、名勝庭園の価値
や魅力を存分に体感するプレミアムな一時を過ごしました。


